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5意味論上の試み

5。1　分類語彙表

　5・11まえがき
　次に掲げる語国表はこの婦入雑誌の語藁調査で使用度数が5およびそれ以上に上った語注1＞

（蜀有名詞および数詞を除く，四千三百語足らず）について，語の意味から分類して撲列したも

のである6

　ここでいう「意昧」は，実際の誌面から読みとられる，前後の関係をふくんだ具体的なその場

の「意昧」ではなく，語が本来示していると考えられる，辞書に解説されるような「意蜘であ

る。ただ，われわれが一つの語と認めて勘塾したものの中には，区別してよい幾つかの「意味」

にあたるものがあるが，そのくわしい分析を雨露までに完了していないので（cf．§5・2），ここで

は，そのうち比較的多数醐用いられていると認められる「意味」について考えることとした。す

なわち理想的には同じ見幽しが数箇所に現われてよいはずであるが，ここでは一箇所にしか現わ

れないことになる。

　一一つの語のr意昧」といっても，中心的な基盤的なものと，附加的な従属的補助的なものとが

区別されることがある。たとえば，概念の複合として見られる語にあっては，一方が他方の限定

をなすものが多く，その限定を従属朗なものと見ることが出来る。また，語感（その語が用いら

れる時に常に起される，待遇の感情，美醜の感情など）や，自動，他動，受動，能動等の別や，

構交論，品詞論上の機能などは，補助的な意昧と考えられる。もし，これらの補助的な「意味」

を，企く無視することができれば，すべての語藁を，一つの意味体系の中にそれぞれ配置するこ

とができるかもしれないが，ここでは，品詞縫上の機能までを完全に無視することは不可能であ

った。（もっとも，これをすべて無視することは，もともと無意味なことで，品詞論上の区別のう

ちのあるもの，また，たとえば佐久間鼎博士の説かれるような，注1）表現機能の四種類に対応す

る譜の分類などは，ここで試みるような「意昧」の組み分けには，むしろ最初にとりあげられて

よいものと考えるべきかも知れない。）　ここに用いた第一次の晶詞論的な組み分けは次のような

ものである。

　　1　名詞

　　H　動詞

　　醸　形容詞・副詞及び形容動詞語幹

　　蟹　その他（写生詞・連体詞・副詞2・接続詞・感動詞・雑）

　これは，必ずしも従来普通の文法学説によって，一貫した品詞分類を行ったものでもなく，か

といって，それに異を立てるつもりのものでもない。いまのところ，意味上の組み分けに楽なよ

うに試みたまでである。注3）

　上の各組の内部の細分は，いわば分類体辞書の体裁である。これは部分貞勺には，専門領域にお

ける専門家の分類（たとえば臼本動物図鑑　日本植：物図鑑，商品辞典などの）を参彰したが，全
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体的には，先例t「4）を求めたものでもなく，また多勢の論議をつくした結果でもない。しかし，

この企ては，なるべく便利で妥当な，分類体辞書または類義語辞典が作られる時の，また文体論

上の用語の偏りをはかる時の，物さしを作る第一着手なのである。注5）

　この試みでは，名詞の分類を中心として，できるだけ動詞・形容詞の分類をそれに近づけよう

としたのであるが，やはり過不足があって，三者を総合することが結局できなかったのは前述の

通りである。分類の各項には，とりたてて名前を与えず，グループごとに代表的な語を一字左に

出して，それに小見出しの役鼠をさせることにした。それは必ずしもそのグル・・プの語を総括す

る三昧をもつものではないし，中にはもっと細かく見出しを掲げた方がよさそうな場合もあるで

あろう。一つのグループの中には同心的な意味において，問義と認められるものも類縁関係をも

つと認められるものもふくまれている。なるべくは一つの小見出しに率いられる語が，多寡のな

いように心がけはしたが，分類作業の不手際は，一つには恐らくこの語彙（この調査における度

数5以．上の語の総体）が，限られた範囲に止まることを原因として，指摘されるであろう。そし

て，めいめいの読者のばくぜんと期待される，基本語体系からのずれも大きいことと思われる。

　注1　§3の語彙表に収めたのは度数9およびそれ以上の語で，それらはこの表では「。」印を附してあ

る。ここに度数5を限ったのは，分類を五チ語以内の程度で試みようとしたからであって，統計的な意昧で

はない。

　注零　佐久間鼎博士は，昭和21年10月の雷語学会講演会における，「言語機能についてのワダ・サクマ学

説」で，Karl　BithlerのAusdruck，　ApPel，　Darste11，mgの三大機能にLaut斑aIe磁eを加えられた。この

第四機能に対応するのは，擬声語・擬態語である。なお，以下の品詞論的な組み分けにおいては，佐久聞博

士のコソアド体系に属する語は，名詞，連体調，副詞等に分属させた。

　注3　この分類のうちi「その鯉の「写生詞」は，いわゆる擬声語・擬態語およびそれに準ずるものを指

し，都竹都年夫氏の命名による。「副詞2」は，いわ峰）る陳述の副詞にあたると思われるものである。

　なお，数詞と固有名詞とを最初に除外しているが，それは表を簡潔にするためで，この分類のうちにそれ

をふくめるとすれば，名詞の下位分類の聞でそれぞれ位置を与えることが出来るであろう。

　注4　先例としては，Roget：及びB認yのものが，著名でかつ有益である。

　Peter　Mark　Roget（1779－1869），その分類は，　C・O．S・Mawson　：Roget’s　Internatiomal　Thesaurus

of£agll畷Words　and　Phrasesまたは，　Roget’s　Pocket　Thesaurusに見られる。垣内松三『基本語藁

学忍昭秘3年刊，に小学圏語読本巻一ないし巻四の用譲をその公類体系にあてはめた例が出ている。（6類，

24贋，1GCO鷺）

　Charles　Bally（1865－Z947）のは，　Traitξde　sty1istique　frangaise，　VoL　II．　AppendiX，　Tab！eau

syn・ptique　de・termes　d’・identificati。n　et　de　leur　principaux・yn・nymes・（1G類，42頂，297籔）以上の

二種，ことにBal！yの著では特に明らかに，具体名詞（les　mots　purement　concrets）が除外されている。

　Carl　Darling　BuckのADictionary　of　Selected　Synonyms　in　the　Principa1　lndQ－European　Lan一

一・XUages，1929には，千語あまりについての蜘較的やさしそうな分類が施してある。　（珍類，152項）　その

捻か英仏莉図解辞典や児童語彙研究の諸著における分類は，実用的ではあるがくわしくない。

　日本語については，土農光知博士の基礎臼本三千芭語が分類体でも示されている。また動詞に蘭しては，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　264　一
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広鳥女子短期大学研究紀要（昭称25年）に，木原舐の，狂書本を資籍とする「鋤詞の意昧体系」がある。

　注6　昭和28年2月の日本言語学会例会で，林はこの拗さしを，白地図にたとえ，意昧論に冷する諸種の

用途のために，意昧の盤界を見わたす便りとして，よりよき輪郭が描き出されるようになることを希望し

た。この白地図は，ある言語体系に属する一々の語がそれぞれの位置に書き込まれるためのもので，それは

意味そのものを直接分類することによっても幽来るかも知れないが，比較的平均した，かたよらない語糞を

手がかりにして考え，その仕察を累積するということによっても得られると思う。われわれは後者によろう

とするものであるが，以下に掲げる語彙表は，白地図そのものではもちろんなく，完婚な霞地図の上に記入

されたものでもなく，ただこの語彙表の上に境界線を引くことによって一つの試作的な白他図が得られよう

かというべきものである。

　もしこのよ5な意昧の世舞の分野が，より適切な形で画定されるならば，各領域に番暑（たとえば十進番

号一RogetやBaliyでも索引のための番号がそれぞれのグ7u・e一プの見出しについている。）をつけ，意昧

の複合した語はその番琴を詑号で組合せることによって，ずべての語の意三目の所属を，数字や弓弩で示す

ことができるかも知れない。

5・12　労類語嚢表

　　総　H

　　　I．1　　抽象貞烈関係

　　　1．2　入聞および行為の場

　　　1．3　精神および行為

　　　1．4　生産物および用具

　　　1．5　自然現象および貞然物

　　　fl．　動　詞

　　　醗．　形容詞，形容動調，副詞

　　　IEI．　写生詞，連体詞，副詞2，接続詞，感動詞，雑

概数

620語

350

6eo

640

42e

エ000

460

190

　　　1．1

此れ。此れら。其れ。あれ。どれ。どちら。か（も）

存在　事。対象　何。何事。事件。出来事　何物

項　遡頂。前項。由」

事実。六二。真　実際。現実。」

塞物。正体　実魎　モデル。原型。」

カ。強力勢い。効目」

方法。法。術　標準　手駿　手続　仕方。仕様。や

　り方。慶し方　付け方。切り方　持ち方　選び方

　　見分け方　導き方　書方　生き方。作り方。使

　い方。保存法　処法。洗い方。裁ち方。縫：方。標

　付け方　編み方。染め方　料理法　お化粧法」

IH。元。仮。他6ほか（外）。溺。留守。空洞　襟

　附録」

痩（跡）　焼け跡。裁国。縫鼠。針鼠。折り目　出来

　上り。完成」

状態。現状　有様　回状。様子。下構。旧情　実態

　趣。　風。　禾口回　　洋風。　中隔筆風　　修業蒙凝り。見力zけ。

　気配。傾向。調子。奪合。加減　火加減　按排」

調和。釣合　榔含。坂り合せ。配色　アクセント

　安否　差益：え。最適　混乱　欠点。故障　むら

　強み。余裕。粘り固さ良不良美しさ。良
　さ。」

内容。組織膚効成分構造　浮洲　性質。素質

　体質　晶質。良質。質　上質　特徴（特長）。特

　色　性格。燭性」

種類。種　類。例。」

幽門。基礎。根本　下地　仲。条件。原因。理由。

　故。因。動機。目的。駈為。為。結果。効果。影響。」

絹違。違い。変り。」

現われ。変化。上達作用。働ぢき：。運動6動き。
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安静絶体安静抵航。リズム吸収雨もり：t

傭環　往来　外出　帰り。帰還　帰宅」

位置。環境。雰囲気。場。立場。境遇　場舎。地位

境地苦境」

時。機会　時聞。年月　聞。世。既の琶　生涯。一

　生。年。丙午、年（ねん）。半年。月　いっ。時

　代。賭期。期聞　時分　時刻。頃。折。際。途端。

　瞬聞。一瞬　咄墜　ひととき　あげく。」

都慶。度。毎穣。縷々。象いばん　朝夕　毎月　月

　々　：普段。貝頃　資常　初めて。絶え間　序」

朝。午前。燈。正午午後。昼間。夕。夕方。夕
　　　　　　　よる　　　よ
　（ゆ5べ）。娩。夜。夜。夜申」

摩i節。新年。塗込　卑春春。初夏。夏。夏休み申

　秋。冬。悪。正月。お正月　一月　二月　一・二

　月。四月。五月。七月。八月。九月。十月。」
さニち

厩（臼曜の意）臼曜　日曜臼　休日」

現在。現今。今頃今日（きょう）。今日（こんに

　ち）。今朝。今夜。今宥。今月。今年。近頃。鰻

　近。此の頃。昨今」

過表。昨日。昨夜　去年。昨年。先つき。先程。此

　の間。昔。」

将来。あした。あす。今後。」

順。順序。薪　前。次。後。始め（靭）。編み始め。

　最初。途申。最中食事中　在学申終り。末。

　：醗後。果　付止り。」

同時。轟蒔。以前。直前　以来。後。後（ご）。食後。

　　戦後。翌貰。翌年今度。葡後。前回」

ところ。ここ。そこ。どこ。場所。偶所局所許。

　手許　まくらもと　点。ピント。起点　スタρ｝

　庸。座車中上座視野買標方向。行方。」

手前。こちら。こっち。先。向こう。彼方。中。真

　申。中差　中心。中央。中央寄り。道央側　左

　宕。左。右。右手。右側　上下。上。上部。上

　側。下。下側。」

面。両面。正面　水面　表。表面。表側。表裏。中

　表。外表　裏。裏側。縁。側　爾側。反対側　向

　う側　後前　蔚後。前。前端。適期央。葡中心

　うしろ。うしろ中央。間。中間。際　端。両端。

　角（かど）。隅　境。」

内外。うち。内（ない）。内部　内側。箋内。場内

　外。外側。奥。底。慈。陰。両横　脇。両脇。

　隣。余所。」

附近　ほとり　傍ら。そば。近く。還く　遠方　周

　り。周囲。あたり。辺　方面。界鰻」

懐。小口　入口。つけ根」

型。ノ」・型。藝曇＝本芋芝型　形式　体裁。ス、タイノレ。ニユ

　一ルック」

形。野瀬。姿。颪影」

線Q筋。直線。　、嚢（線　 出来」二り線　 電線。二言葦囲線。

　W懸場線。脇線。折山線。切替線。見返し線Q

　野山線　切聰き線　君諏線j

麺（かく）。薦：角。三角。長方形　円。丸。段。丸

　み。カーブ。鐵　襲。ギャザt一’。タック。ダーツ。

　プリノレ。カールウェーブ玉縁。繊。枠。輪。

　わな。大輪

漢様。一一模様。柄。小柄　布冒。汚点。汚れ。輪

　驕。」

切輿　切込み。傷　縢　船側　穴。塊　管　殻」

数。差。増獄。増購。作り目。減目　分。平均。

　害ID割合。率能率ゲージ。いくつ。お幾つ

　回数　何園。幾度。何度。数回　無数　多i数　合

　計不足」

：巌。分一。長さ。深さ。高さ　厚さ。厚み。大き

　さ。大。中。小。寸法。必要寸法　出来上り寸法

　用尺。丈。：砦丈。背丈。禎丈。腰丈。脇町。スカ

　｛ト丈後弓丈上り袖丈。幅。身巾。肩幅並

　ゆ　上り巾　服幅　衿帳　直径。胸囲。外廻り。

　距離　間隔　置き。明き。体重：。温度。盟るさ

　金額入口　年齢。中年。年頃」

一同。全体。全目。全部。部分。大部分。半。半

　分。野駆半々　半ば一部。あまり’。余分。同

　寸。単。群　大勢。少盤　同量　両方。双方　一

　方。片方　程藻：。程。限り。隈度以上。以下。

　弱　以外。j

　　　I．2

人間。人。入物入々。入達。お方　方。方々。

　奴。糊入。」

私。あたし。わたし。私共。私逮。あたし達　僕。

　僕達i。ぼくら俺。わし。ウチ我。我々。」

あなた。あんた。あなた様　あなたたち。あなたが

　た　君。お箭。お宅。皆様。皆さん。」

彼。彼等。微　彼女。彼女達。誰。誰方。某。」

本人。自身。自己　自分。御自分。自分逡　お互。

　各自　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

家族。家中　妻子。親子。母子」

親。父母。爾親。父。父親。お父さま。お父さん。

　親父。パパ　母。母親。おふくろ　お母様。お母

　ちゃま　おかあさん。かあさん。ママ　生母。義

　母。養母　姑（しゅうと）。姑（しゅ5とめ）。お祖

　父さん。祖母。おばあさま。おばあちゃん。」

兄弟。姉殊。兄。お兄ちゃん　義兄　姉。お姉さん
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　姉さん。弟。妹。」

子。お子さん。子等吾子。愛艶。息子。伜。若

　様。坊や。娘。令嬢。お嬢さま。お嬢さん。長

　男。次男　長女。次女。隠し子　孫　嫁。」

夫婦。御夫婦　夫婦閥　夫。夫（つま）。亭主。御

　亭主　且那様　妻。入i藝　面掛　家内。女房。譲i

　慰。奥様。奥さん。御家はん。夫人。未亡人。や

　もめ」

親戚。叔父。伯（叔）母さん　叔父様　おじさん。

　伯母。伯（叔小）母様J

男女。男。男性。男子。女。女達　女性。婦人。御

　婦入　婦入用。女史。美女」

子供。子供さん達。乳児。浮浪児　少年。男の子。

　男児絹　少女。女の子女児用。娘さん。子娘

　娘さんたち。家出娘　青年。大入。老人。老婆

　お婆さん。美人。

主入。主婦。客。お客様。お客。他入。先方。梱

　手。先輩。賢上　仲間。隅僚。同志。友入。友達。

　お友達　知入。知り合い　御近所　恋入。愛人。

　籍婦婚約者ファy頼り。山方保証入」

国民　日本人。晶民　江戸っ子　職員　社員　会員

　出席者」

紳。神様仏。公爵夢腸者専門家素AV。博

　士。医学欝士　選手。水泳選手　助手。：先生。教

　授。教廓　家庭教師　師匠。生徒。生徒達　掌

　生。女学生。一年生　医師。医者。お医春　お医

　嚢様　お医嚢さん　専門医　署護婦。作家　詩入

　言賭。芸術家。鰍手役者女優。スes7　N．。花形

　画家　弁護士。教祖。真挽。家元。社長。重役

　砿業家。院長　主事　女将（おかみ）業者。問匿。

　メPtカー一L。サラリーマン　農家。巡査　兵隊。運

　転手。旧聞使婆や　ボーイ　掬摸。」

司会。座長　乗客　被害者　監督。患者。病人。信

　者。クリ訊チャン　作髭。持主。祷主　家主　貸

　主」

三際連合。ソ連軍　共産党　バレエ界　クラス　一

　座　婦入会」

家庭。一i豪。世帯　家（うち）。家（や）。実家。分家

　　故郷。部落。村。農…村町。都道府立国。内

　勉。全国。夕掴。各国世態世界的都会

　郊外。いなか。世の中。等差。社会。街頭。戦

　場」

教蜜　掌校。小学校。中学　女子師範　大学。事務

　所。役場　讐察。公庫　回書所。家庭裁判所　優

　生結婚根談所。授魔場。会社。工場。収容所。病

　醗。薬局　市場　店。お店。デ・〈・一一h。喫茶店

　美容院　写真部。麻雀屋　ホ隅ル　ダンスホール

　駅。旅館。ホテル宿寮。職場。」

会。バkティ　受付

　　　1．3

心；身。心。精神。潔。暑気　意識」

印象・感じ・感覚・興奮疲疲労痛み。苦痛。

　美凍しさ」

気。気分。気持。心持。気立　心構　機嫌　御機嫌

　心境　情。感情。感動　感激　感傷　落手　無我

　驚き套び。楽しみ。嬉しさ不快苦しみ。苦

　悩　悩み。哀れ。悲しみ。悲しさ　回しさ。恐怖

　恐れ　恐しさ　怒り　措属。憤り。心配。不安。

　満足　不満。誇り　好み。愛。愛情。恋。恋愛。

　嫉娠。遠慮　反感　恨み　憐れ　友情　好意　感

　謝。迷惑。ユーモア　謙譲　何気」

表構。顔つき　笑い。微笑。笑顔　眼差　瞑付　色

　気」

注意。用意。関心　視線　入目　準備。麦度。練

　習。稽古。勉強。」

御承知　記憶　早出。知識。常識。経験。体験。

　思。考。お考え　考え方　工夫。疑。疑問　不審

　判断　診断　悶違い。」

計算。愚計　選。磁壁。調査　参照。参考　解釈

　誤解　想像。真似。応用。理科。」

夢。空想あて。理工。計画デザイy。案意
　見。証拠。理窟。見方」

意志。念　態度。習慣。癖。常習　心掛。努力。蕃

　心。我慢　苦労。浮気　お心遺い」

自信。勇気。決心。覚悟　自覚反雀希望。i塁

　期待。蝉騒。趣昧　願　お願　祈り　心得　絶

　望」

真心。誠。あやまち。罪。義理。名懲：礼儀　エチ

　ケット　頂き方　失礼。責任。義務　権利　同権

　捷儒用」

信仰。迷信　宗教　使命　伝統　権威　民主主義」

規定　規則　法律。愚息　戸籍　講郡条約」

三昧。観念　訳。嘘。あらすじ。要領。急所。こ

　つ。秘訣。問題。話題。ゴ

雪葉。日本語。英語　名。名前。匿名　句。文句。

　下句　字。：文字。図。上図　始末図　綜合魍　裁

　ち：方図　裁合せ図。縫方図　標し。矢印。合標

　口明標出来上り標標（へら）名刺。震板」

発表。芸現。記入　お独り書　厭い：方　沈黙　記録

　話。お話。会話　話合い。お話合い。問い。質

　問。答。答案　返事。評。講評　お盤辞　説明。
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　図解。知らせ。報告　便り　手紙。お手紙　電i報

　冗談。前述前記放送　電話。」

作贔。作。：文学　小説。歌。歌詞。詩。i詩集　短

　漱。俳句。本文。控え。書類」

芸術。音楽。曲。画。絵。背景　口絵。折込み口絵

　挿絵　連載漫画　写真。映画。芝居。歌蘭　悲

　劇。少女歌劇」

技術。仕上げ。芸。演技。」

人格人柄実力。学力魅力。身分。二丁。籍

　出身　生れ　役。役国　係り。」

行行為振舞」
入生　運。運命。しあわせ。さいわい。幸福。幸運

　不幸。」

生濃。家庭生活　結婚生活。央婦生活。兆し。食

　事。三食：入浴。結髪　洗顔。洗髪。化避　お化

　避。パック。爽既　マジサージ　マニキコ．ア。抜

　き衣紋」

式結婚式入学。在学卒業。旅行。漸婚旅行

　祝い。結婚。：再婚　離婚。勤め。ひま。お休み

　夏休み　就職　家出　遊び。悪戯　舞踊。ダソ

　ス。踊。野球茶道　お弓勢道　盛花。生花

　長唄」

交際。挨拶。魑嘩。紹介。申訳　相談。身の上相談

　縁談。講和会議　御馳走。1面会。取り次　約束。

　訪問　お邪魔　再会　みあい　援助　救い　世

　語。お世話。厄介面倒　弁護看護　お陰。

　お陰様御恩　愚鈍　お率L。男女関係　独身

　内縁ロマンス良縁。評判。入学。瑠。」

外交　戦争。朝鮮動乱　騒ぎ　戦火　空襲。終戦。

　講和。疎騨　引き揚げ。平和。流行。世相」

教育。携導。講習　三二　躾。誘惑。命令　許可

　要求　請求　申込み　御免　ノーベル賞」

労働。仕事。アルバイト　専門。職業。職。内職。

　職場　家業　翻業　出張凶職　下請け　求入」

経済　分与。財産契約　頂戴。　お返し　需要　配

　給。商売。行商　仕入れ　鋒。買物。」

財産。金。お金。親金。資金。賞金。大金。税金

　値段。物価　家賃。工賃。月給。慰籍絢。チツ

　プ。無糾　費用。交通費　結婚費思」

予算家計。収入。日収　月収　入り。　収穫　支

嶺　繰越し。節約。やりくり　切下げ　損。　利

　益　蜜経済力　手持ち　貧乏　贅沢　景気　金

　謡り　保険

野業　社会事業　作業　仕事　経営　成功　用」

利用　処置　始末。手入。造作　手当てvお手当。4

簸凄。料理。お料理。献立。一晶澗懇　薄切り。微

　塵切　繊切り。輪切。三枚　空揚げ。掻き揚　す

　き焼鳥焼蒸し焼き　甘から煮紗め煮富合
　せ　甘心濃　裏漉」

洋裁。地縫い。悶止　蹴出　割縫。伏止め。揺ぐけ

　ハ刺。i酬えミシン。飾りミシン。端ミシン。落し

　ミシン　穴かがり刺繍。　le　r＝　yウe一　・一ク　編み

　物。喪編。長々編　短か編。表編。裏編。円編。
　こま
　細編。杉編。袋編。模様編。鎖編　ドライブ編

　ガPタ編。ガーター。ゴム編。引抜き編　引返

　し編　メリヤス編。うらメリヤス。レース編み

　一翼ゴム。一篇ゴム編。二目ゴム編。はずし冒

　ステッチ　掛鼠　被せ目　千鳥がけ。糸縫い　メ

　リヤス繋ぎ。」

アップリグ絞り　板締め絞り　洗濯お洗灘濯

　ぎ。袋貼り　漆喰塗。浮彫　製図。撮影。録音。

　根〆ゴ

治療。手術。注財。予防。消毒　屋烏　医学　運

　搬。施設　設備　建築　飼育　霜除け」

お辞儀　キッス拍手

　　　1．4

物。贔。難物。贈り物　土産。荷物。紙幣　甥符。

　本。巻ジャ｛ナル雑誌。本誌。前号。次号

　婦入雑誌　薪聞。レ誠一ド。」

道具。用具。材料。花材。肥料　薪　ゴム　糊。」

飯。紙。新聞紙。型紙。短冊」

繊叢建。糸。生糸　　毛糸　　白糸　　｛反糸。地糸　　’i＞糸

　針金。釘　鎖。網」

綿。脱脂綿。フイルム　テープ　バイヤステープ。

　ゴムテープ」

霧（きれ）。布（ぬの）。共布　用布。白布。i墨布

　表布。裏：帯。中央庵　　降霜。心・布。見返し布。葡

　布　禰布。衿足布。抽目霧　脇窃　裾廻し　肩妾

　ポグヅ1・布　袋布。比翼霜　配色布飾布」

編物。しぼ物　色物　ビニロン。生地。布地　薄

　地。バイヤス。露地。洋服地　芯馳　；目地　袷

　木綿。キャラコ晒白木綿緋絹。絹物入
　網　メリヤス。ビ胃齢ド　毛織物　タオル。レー

　ス。ガ’一ゼ。」

服装。洋装。衣類。婦人服　引入子供服　外出着。

　評論。服。洋賑。お洋胆　着物。羽織。長着。浴

　衣ねんねこ　帯。腹合せ帯背広上衣。チョ

　ッキ　ズボン。ワイシャツ　ワンピース。ツーピ

　ース。スーツ。ドレス。コ・・i・。オーバー。外套

　ボックス駆Pト。：7ラウス。一tr　・一　Pt　一・。カ・・デa

　ガン　半袖ボレロ　ジレ榊。ジャケット。スカμ
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　卜。下着　シャツ　パンツ。瓢一セット

　つ。靴下　ストッキング　足袋」

袖。表抽。二三。身頃。前身頃。上前身頃　左前勢

　頃　後身頃。後前身頃　前後身頃　表身頃。製身

　頃。上蕾。下前。裾。福。衿。表衿　裏衿。摘み

　衿半衿妊。サイドピース　胸先　ヨーク。麟

　ヨーク。後ヨー・ク。カラー。ショーノレカラー　表

　カラー。褒カラー。　カフス。　表カフス。贋カフ

　ス。前ズボン。後ズボy。前立。上1前立。下前立。

　前後パンツ前パyツ。後パンツ。ラペノレ縫代。

　背縫代　ギャザー労　ダーツ分　縫込み　ポグッ

　y。増芯　四七糸芯腰嚢　パヅF■

衿附’け。カラー附け闇衿薦。衿回朗衿劇り。うし

　ろ糖閉り。酋廻り　衿廻り　袷調廻り　衿劇測

　衿先蔀。衿元　カラー側　萬脇　後脇　身頃側

　ウエスト。脇明き。櫨下。後明き　肺門。肩下り。

　打合い　折返り　打舎せ。見返し。持ち引し。
　　　　　　　　　　　　メぼ
　出。疑奥二上　裾欝。出施　ポケット撹。被劃

　り。袖翻り廻り　袖附け。抽口。袖下。軸山。股

　下。股上粗き止まり。附け附止り　付側。き

　せ　返し時折先。折丁。ボタン附　三二。脇

　縫。背縫い。獺替」

昂紐。紐。釦穴。ボタンかけループヵギホック。

　スナヅプ。釦。チャヅク　ファスナー」

アクセサヲ㌦服飾服飾最リボン。フード。糧

　子。ベル｝。バンド。手袋。靴。笑絹靴お酒落

　鞘籔i革草履下駄」

ハンケチ　手拭。タオル　蒸タオル　鞄　被せ

　嚢。リユツク。バッグ　ハンドバッグ。財布　掲

　輪　税。布団　座蒲団。」

食最　食糧　食物。食べ物。栄養。栄養素　お昼

　夕食　夕飯　主食。お慾葉　お葉。」　　　〔

米。お米。外米　御飯。鮨飯　綜込物飯　寿驚　海

　苔巻三菱粉。パン。蒸しパy。サンドイッチ

　食羅飾。干うどん」

昧囎昧噌二胡麻昧瞼醤油。佃煮。ソース　白

　ソース　生姜臆油。嘗酢　揚油　ラード　サラダ

　油　オリーブ油」

サラダ。油揚。天獄羅。ころも。フライ　カツレ

　ツ。薩摩揚　漬し。灘の物　煮附。旨煮　煮汁

　出汁。たれスープ。溝上。具。薬昧。青昧大

　根下し。」

青菜　青豆　刻み葱　切干大根　紅生姜　豆腐。焼

　豆腐　おから　鋪姦。干海苔。揉み海苔」

塩鮭　干鱈。身欠鎌　白子干。桜えび　鰹節。花鰹

　切り身。刺身　焼魚　腸（わた）　弗　牛肉　豚

　E5・1

おむ 　肉。豚肉（とんにく）　鯨肉。鶏肉　娩肉。紬切肉

　ハム　二身。」

牛乳生クリームチーズ．バタ．片栗粉。ゼラチ

　y　コンスタt・一チ　砂糖。黒砂糖。蜂蜜。塩。蘭

　撫。芥子　昧の素。酔。」

ジャムeq”iお菓子。グーキドウナツツニrイ

　スクリーム餓漉鱈飴茶。お茶。紅茶＝
　一ヒー　煙草。酒。罐詰」

薬・お三等贔丁丁アルコーノ・砒素剤サル

　フア剤。ペニシリン。ストレプトマイシン　ビリ

　ルビン　鰐慰　防虫剤　千振」

香料。エッセンス膨し糧べ・一・e“yグパウダ，．

　石鹸。石けん液　洗い糧　晒糧洗髪料　染料。

　直接染料」

化粧癩。化粧水。白甥。糧白粉。パソスティツ47

　クiJ　’一ム。コールドクy・・一ム。口紅。頼紅。番

　フk。紅呼子ポヲッシュ」

家。住居。お住い　巣　住宅。自宅　邸（鷺敷）邸

　宅　建物。平屋　パラヅク。防火建築。木造。

塀　門。玄閾。　お玄関　土聞　部屋。　箋　三野

　座敷。茶の間　幌場　床。輝入れ。居聞。食堂。

　勝手。台所。お台断　お風昆。便所。車庫　物駿

　廊下。宿醗　門門。舞台。座席」

屋帳。野　柱。天井　床（ゆか）。畳。窓。窓際

　戸。ガラス戸　扉i。ドア　障子。観　格子　壁。

　幕。三界。」

台。：y“　・一ブル。机。食車。椅子。ベンチ　寝床。躍

　笥。窓駅子」

器。容賑　箱　蓋。陶磁器　せともの　瀦陶器。京

　焼　唐津焼　洗面器　花器　水盤」

食器髄。お皿　お小皿罐罎。小瓶磁鉢
　小鉢　摺鉢　椀。茶碗。カップ。コップ。杯。

　旅。龍　串金串。箸。スプーン。二二。小品

　野選。フs一ク　四一J㌔卸し金薙。釜。大釜

　鍋。フライパy。

針。綴針。待針　鈎針　一三針。二号針。二号二本

　針花留鍬。伸子棒杖三竿」
籔。ペン潤筆はけブラシ。パフコソ・・“・v7・　｝

　布「恥濡布巾　鏡。」

楽器　鑛。太鼓　ピアノ。三昧諒　人形。三物

　玉。ボール　矢　原子爆弾　飾り」

灯（あかり）灯（ひ）。燈鷺燈。ラソプヘッドラ

　イト　アイPtソ。　天火！i

機械。蓮由　時計　腕時計　 カタラ　ラジオ。　ミシ

　ン。手証機　メリヤス甲飯」

乗物　車。汽車。列車　電車　自鋤軍。バス。’｝Lラ
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　ツク。嵐転車。飛行機船。器ボウト。エレベ

　ーター」

道・鋪道橋。紹。畠。庭。花壇。港。醐

　　　1．5

刺戦。光。置光　闇。艶。光沢　色彩　色調　色。

　黒・白。三白紺。青。淡青ブルー。水色。

　緑。緑色。紫。グリーン’黄。黄色赤。真赤。

　ドンク。ローズ色　茶　海老茶。グレー　パステ

　ル調」

音。足音。蚕。匂い（臭）。香り。臭み　昧。淡昧風

　味。」

空気。液体。韓葦　汁。霊弩…り汁　 汁気　 フ董く。冷＝がく。塩

　水　泡　水気。かく分。湿気　湿り　湯気。湯。お

　　　　　ぬるミゆ
　湯。熱湯。微温湯。」

粉。埃。ごみ　微塵　金。鉄　含水炭素。醇酸。酸

　牲。灰。灰汁。土。粘土　石。砂。石炭」

あぶら。脂肪　蛋撫質。ビタミンBlビタミンC」

火。強火。中火。弱火　炭：火。漂白作用」

風。あらし。暴風平野。霧。雨。梅雨　雪。欝

　煙。」

自然。天。察。夜空艮。夕日　月。墨　土地。

　地。大地　野　出。出々。泉　川。流　海。波。

　潮　島。岸　海母　浜　各地」

風景　景色　光景　松林　空地　敷勉」

生命。いのち。発育。死。新陳代謝呼吸。息。溜

　息　咳。声。男声　笑声。呼び声　癖び　消化。

　健康。月経。妊娠。妊娠中。生み。分娩　お塵。

　出産安産。流産。」

病気。病。：重症。発作　熱。高熱　出田　動悸　風

　邪。　頭痛　　肋膜炎。　肺炎。　消イヒフ1く良症。　一1ぐ騨奪。　赤

　痢。栄養三揃症。小児麻痺　悪痕。発疹。麻疹

　　　淋疾癌　結核。」

体。身。母体。肉体。全身　体内　細胞。頭。頭部

　顔。お顔　顔色。美貌。冒。お揖。瞳。瞼　耳

　耳朶轟。口。唇。上唇。下唇。二二。はえぎ

　わ　類。あご。菖。喉。」

慶。肩先胴。胸。乳首腹。お腹。腰。お尻菅。背

　中　手足。手。両手。片手左乎。腕。肘。掌。

　足。両足　襟足。膝。琿招。指先。爪先　捲指。

　小指」

畳　軟骨　涙管　中耳　気管　肺。心臓　腎腸

　胃。腸。肝臓　子富。子宮内　卵巣。胎盤　神

　癒～。」　　　　　薄

撲鳳肌。お肌縫肱胱霞　薦れ性そIXかす
　粘膜　皮。毛孔」

臨臨毛払風先覆
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　　　R

；會る。襟在する　いる（居）。おる（居）。いらっしtO

　る。御座る。成：立つ　供（綾）む。保つ。違う。

　似る。兼ねる　一致する」

勝る　秀（優，勝）れる。劣る　役：立つ」

残す。縫い残す　残る。成り切る。成れる。出来

　る。起こす。起る。作り出す　生み繊す　湧く。

　なくな：る。失う。亡くす　消える。消す。絶える

　尽きる　尽す。除く。拭き販る。取り表る　洗い

　落す　捨てる。放る　省く　麗われる。現（表）

　わす。隠す。隠れる。綴廻る1

整5　i整える。鮪え．る。揃える。切り揃える　揃

　う。乱す　要する。いる（要）。満ちる。満たす

　足りる。調和する　過ぎる。趨える。余る。あふ

　れる（濫）。叶う。いける（不可）。構う。補う。ゆ

　きとどく」

変える。変る。梱変る　取替える。漕替える　直

　す。引直す。描直す　改まる　改める。回復す

　る。経つ。過す。始まる。始める。歩き出す　編

　繊す　已む。やめる。止まる。とめる。縫止め

　る。伏止める。済む。仕舞5。終る。終える　編

　みJzげる。縫い上げる　果たす。出来上がる。仕
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　上がる。，彼上げる。作り上げる　続く。繰返す。

　続ける。永続きする　休む。休める。愈ぐ。遅れ

　る。荒れる　静まる」

揺れる。振る。震え．る。　動く。　1走る。　飛ぶ。　≡飛ば

　す。流す。流れる。弾む。」

移る。移す　瀬す。遡る。渡る。渡す。恥く。陶け

　る。向かう。追う。追掛ける　おっかける　進

　む。進める。掌る引く。来る虫る。行く。行

　ける。疹る。・遣る。返す。帰る。帰れる　戻る。

　戻す。帰宅する　往復する　通う。交す。廻る。

　廻す。めぐる　経る　越す。追越す　繊掛ける。

　嵐発する　藩く。至る。及ぶ　届く。とどける。

　駈けつける」

登（上，昇）る。上げる。上がる。揚る　引き上げ

　る。こみ上げる　くだる　下げる。下がる。くだ

　す沈む。降る。振鎖ける。落ちる。落す。陥る

　下りる。下す。i垂れる　滴らす　こぼれる　こぼ

　す　通じる。浮かべる。浮かぶ。浮く。」

出入する　出る。轟でる。飛び出す。出す。圧し出

　す販り出す。引き掲す。持ち出す。連れ出す

　演れる。漏らすはいる。入る。入れる。加え

　る。編み入れる。打込む　乗り込む。飛び込む。

　濃み込む　すりこむ。鋏む。繊まる　嵌める。差

　し込む　詰める。詰まる。込める。つっこむ　籠

　る。抜く。抜ける。引き抜く。外す。」

麗く。配厩する　継める。立つ。立てる。衝立つ

　：立ち上る。坐る。i据える。植える　傾く　傾け

　る。倒す。転がす　投げる　撒く。注ぐ。掬う。

　埋める　潜める　潜る。漫ける。漬け込む　浸る

　優す。掛ける。吊れる。連れる。品る　昂ず　乗

　る。粟せる。’下車する　敷く。交え，る。」

触れる。さわる。打つ。蔽く。はたく　当る。当て

　る。ぶつかる　i｝串す。押える。圧迫する　突く。

　突倉せる　蹴る　こする。摺る。摩擦する　撫で

　る　掻く。締める。引っぱる」

伴う。坂り含せろ。向い合う　並べる。競ぶ。配す

　る重なる。：重ねる積む。盛る。沿う添える。」

緊張する　引きしめる　ゆるめる　強む」

顧る。曲げる　折髄げる　巻く。折る。折返す。畳

　む。折れる　折り上げる　片返しする。伏せる

　：丸める　尖る“崩れる。破る。破れる　破門す

　る。嬢す　傷つける　潰す　痛（傷）む　痛める」

關く。開ける　切り開く。響くρ明け胃る。踊じる。

　緊める　塞ぐ　すく（空）」

凝る　密る。審せる。添える。近付く。夢｝きつける

　近窃る　擾近する　迫る。付ける。縫附ける。綴

　し付ける。編みつける　止付ける。煮付ける。離

　れる。放つ。放（離）す。集める。集まる。纏め

　る。振る。合わせる。三値わせる。はぎ舎わせ

　る。綴じ金わせる。組合せる　はぐ（蟹）　張る。

　貼る　結ぶ。結び着く　繋ぐ。編みつなぐ　絃

　う。組立てる　絡む・縫る　中綴じする　回る
　　　　　　　　　　　　　　　　　ほを　縫割る　分（別）ける。盛れる。解く。解す。徹る

　隔「〔る」

囲む。被る。被せる。着る。着せる着こなす召

　す　脱ぐ。窪く　葱む。くるむ　覆（被）う。　浴

　びる。まぶす　帯びる　劒く。」

含む。含める　収まる　収容する　湛える」

舶滅する増える。増す。増冒する。作り心する

　限る。減る　減目する　広げる。拡がる。驚わ

　る。縮める。縮む。足す　延長する。伸びる。伸，

　ばす。縫縮める。溜る　貯める　蓄え．る　弱る

　衰える」

感じる。意識する　驚く。吃驚する。覚める。ねむ

　る。寝かせる。寝る。やすむ　飽きる　渡れる。

　痛む　狂う　販り乱す　酔う　麻輝する。ゴ

笑う。微災む　苦笑する　泣く。泣ける　泣き出

　す。嵐しゃぐ　困る。あわてる。あせる。落着

　く。興奮する　慣れる。感動する　毒ぶ。怒る。

　楽しむ。苦しむ。苦しめる　苦労する　悩む。悲

　しむ　恐れる　恐れ入る‘ガッカりする　満足す

　る　好む。愛す。愛し合う。可愛いがる。馴染む

　慕う　甘える惚れる憎む　感心する　感謝す

　る　尊敬する　頼る。」

女（附く。注意する。御注意下さる　昧わ5。昧わえ。

　る　練習する。用意する。構える。」

思う。思える。考え∫る。考慮する　工炎する　存ず

　る。ご存じ。見受ける　肯定する　疑う　迷う、，

　判断する　誤る。闘違う　まちがえる　見違える

　悟る。あきらめる。思い切る。粛正する　愚いが

　ける　憶える。思い出す。思い付く　忘れる。」

見聞きする　見る。御覧。御覧なさる。ごらん下さ

　る拝見する見上げる見定める見えるσ見
　せる。示す。見諮める。見守る。見分ける　見兼

　ねる。還廻す。眺める。見惚れる覗く。見張る

　観察する　狙う。睨む。読む。聞く。聞ける　閣

　こえ．る。　うかがう（飼）。　お伺いする　　お3轟ねす

　る」

冒措す探す。求める。尋ねる。見出す。見つか

　る。見つける。認める。発見する。見当る」

鄭る。知れる。解る。理解する。会得する　学ぶ。

　勉強する。学習する　習う　数える。計る。計弊
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　する比べる。調べる。研究する。盤理する解

　決する　参照する。御参照下さる　選ぶ。」

発表する。述べる。掲げる　表現する。歌う。叫

　ぶ。琶う。言える。仰言る。鳴す。申し上げる。

　話す。お話する。語る。喋雪る。眩く。黙る。呼

　ぶ。称する　名乗る　話し掛ける。説く。説明す

　る。伝える。告げる。吹き込む　知らす　知らせ

　る　答える。轡く。書ける　記す。描く。掲載す

　る」

償じる。断じる　定める。決める。決定する　決

　る。反雀する。省みる。決心する　覚悟する　努

　属する。頑張る。励む励ます控える。お控え

　なさる。見合わす。我慢する。忍ぶ。堪える。こ

　らえる。たまる（堪）。　安心する。心配する。案

　ずる。嘆く　確かりする。投げ出す」

誇る。秘める。包む。祈る。お願いする。願5。希

　帰する　予期する　期待する　祝福する　鯨露す

　る　洒落る」

する。なす。なさる。いたす。行う。血行する。試

　みる　振舞う　犯す。」

得る。坂る。取れる。持てる。占める。」

相談する。打明ける。訴え．る。頼む。申込み　；募る

　応ずる。応召する。’引き受ける。承諾する　断

　る。拒む。取り合う　販り上げる。j

付き合う。あう。お会いする　招く。待つ。お待ち

　下さる　訪聞する。訪れる。見舞う　迎える。見

　送る。案内する。紹介する。御紹介する」

生活する　暮す。営む　入学する　卒業する。働

　く。鋤かす　勤める。結婚する。結婚なさる　嫁

　ぐ　再婚する　離婚する　復員する。引き揚げ

　る。入饒する。旅行する　散歩する」

作る。作れる　心え．る。設ける。」

使う。使える。用いる。使用する。内用する　あし

　らう。扱う。応用する。利用する。御利用下さる

　重宝する」

養う　飼う　教える。お教えくださる。　指導する

　導く　溢す　命ずる　要求する　請求する。促

　す。誘う。勧める。お奨めする　責める　解放す

　る。許す。許せる　御免なさる　御免下さる　あ

　やまる。旧びる　賞める（褒・滋）。　叱る。懸め

　る。労わる　失礼する」

委せる。お委せする従う。叛く」

受ける。受け取る。貰う。貰える。いただく。頂け

　る。引き取る。≡奪う。与え．る。呉れる。下さる。

　譲る。差し上げる。捧げる。憲む。贈る　供す

　る。寄附する　託す　顎ける　揮附ける　差出

　す。払5。売る。売れる。売込む　卜う。買える

　貸す。借りる。醗る」

手乞う。協力する。助ける。助かる。救う。」

成功する　欝む　貧乏する　稼ぐ　儲かる　節約す

　る　経営する。仕入れる　切り下げる」

争う　戦う。勝つ。負ける。防ぐ。守る。避ける。

　逃げる。逃れる　逃げ出す。襲う」

始末する　切る。｛勇れる。切り取る。切込む。裁

　つ。裁ち落とす。裁切る　切り込みする　切り落

　す削る。剃る刻む。刺す。」

かきまわす。煉る　握ねる。揉む。絞る。拭く。拭

　う　磨く　塗る。洗5。濯ぐ　氷洗いする。漉す

　仕立てる。編む。縫う。地縫する。くける。かが

　る。まつる。いせ込む」

摺りおろす　繕う　灰汁抜きする　写す。襲囲す

　る。」

築く　建つ。炊く。飾る。消選する　潰療する　注

　射する　マッサージする　洗顔する　ひく（弾）

　酒ける　逮ぶ。送る。麹る」

遊ぶ。騒ぐ。頷く。仰ぐ。振返る。起きる。踏む。

　泳ぐ歩く。踊る跳ねる飛び付く　腰掛ける

　i樽つポ握る。掴む。ts　5。つまむ。摘む　いじる

　捉える．捉まる。いだく。抱く。かかえる。負

　う」

食う。食べる。召上る　舐める。吸う。蟹る　衡え

　る魎む吐く。飲む。吹く。捻るつむ・る」

鳴る。響く。光る。照す。纒く。映る。目立つ。は

　つき一ipする。染める。染め上げる　染る　汚れ

　る。青ざめる　ぼかす　匂5。」

曝す。固まる。薄める　澄む　清める　濁る　吸収

　する。浸みる。干す。乾燥する。乾く。乾かす

　湿める　濡れる。濡す　泡立てる　混（交・雑）

　じる。混（交・雑）ぜる。混合せるb掻き混ぜる。

　混ぜ込む　水溶きする　莉える。」

晒れる。嚢る　熱する。温（暖）める。焼く。焼け

　る。焼き上げる　燃える。燃やす　ともる　紗る

　窮める。溶（解・融）ける。溶かす。煮る。煮込

　む。煮立つ。煮立てる。煮附ける。煮詰める。煮

　溶かす。煎じる　茄でる。蒸す。沸騰する　冷え

　る　冷やす。冷ます。冴える　刺戟する。’」『

生きる。生かす。生む。生れる。安塵する　死ぬ。

　戦死する　殺す　蘇る　育つ。育てる。老いる

　太る。与せる。孕む　腫れる　瞬く　病む　羅

　る。治る。藻う　ぐったりする　朕く。」

糊する。麗する。拘わる。」
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　　　團

無い。無え故。勢い同じ。同様。同じく。ひと

　しい　一定　純粋。真。本当。正しい。正当　正

　式　当然。当り前」

良い。宜しい軌編応しい。適当。適宜。悪いΩ不可

　ん　確か。正確。万還ない。普通。平凡　一応。

　ひと通り　一般。一般的　一人前。　並大抵

　変。妙。異常。大変。珍らしい。意外。特蘇。縛

　別。珊々。様々。いろいろ　いろんな。

主（おも）。主（しゅ）。具体的　代表的　根本的　特

　有　著しい　盛。幌別。殊更　特に。ことに。無

　階。簡単。単純　複雑　詳しい。」

易しい　成易い。成勝。出来易い　客易。手軽。，難

　かしい。治りにくい　困難。不可能。あぶない。

　危険。妥全。無異。無難　大丈夫。無理。秘密。

　禁物。必要。直接。」
セか

直　霞ら。各。夫々。銘々。各々　一斉交互。

　互。逆。反対。錦て。縦。’横。斜め。上忠平行

　向き合ぜ両。共。一緒。綴ト緒。対」

究全。充分。満　不充分　全く。皆。皆んな。一

　切。尽く　凡て。あらゆる。すっかり。殆ど。大

　体。約。大抵。」

多い。余欝。沢由。豊か。難雷。莫大数数。大い

　に。うんと（沢山の意）少ない。乏しい　僅。た

　つた。ホンの。少し。少々。ちょっと。稿。些か

　幾分多少。」

比較的。一撃。ひとしお　より　ずっと。もっと。

　尤も。再々。碕更’余程。可成。随分。大分。糧

　適。大した。非密。極めて。はなはだ至極極

　（ごく）。実に。まばら」

強い。弱い。激しい。酷い。強烈」

常。しょっちゅう　絶えず。頻りに。屡　徳：ぐ。早

　速。取敢えず　忽ち。早々　いきなり。突然。不

　意　段々と。次第。やがて。いずれ。暫く。薮分

　先ず。」

し・よいよ。遂に。とうとうρ悉自局。丁度。｛轟々　果

　して。漸く。やっと。つい。今さら。：又。更に。

　再び。薪に久し振り」

次々。度々。時々。偶に。まだ。まだまだ。もう。

最早ハヤ既に．かつて。予て．揃もって従

　来　もともと。元来（がんらい）もとより。先々

　永久」

長い。短かい。遠い。遙か。近い。高い。低い。厚

　い。深い。浅い」

広い。狭い。太い。細い。極細。大きい。大き財

　ノ」・さい。ささやか　あらい。細かい。躍：い。軽

　い。」

早い。手早い。遅い。斬しい。古い。若い。幼い。」

丸い。平。真直。急。緩やか　堅い。固目　軟らか

　い。弛い　弛目　なめらか　するどい　鈍い　丈

　夫。9

明るい。暗い。薄旧いQ濃い。濃い目。淡い薄

　い。明らか。あざやか。不明。灰。白い。黒い。

　赤い。青い。美しい。縞麗。」

静か。甘い。辛い。美昧しい。　うまい。香ばしい。

　臭い　暑い。暖かい。冷たい。寒い。痛い。清潔

　清らカ■　不潔。　汚㌧、　新鮮。　蒲ノrしし、。応力、

　長閑軽侠　スポーティ」

楽。気楽　のんき　切ない　快い　面面。楽しい。

　嬉しい。面白い。おかしい。藩しい。悲しい。淵匿

　しい。嘉しい憂鯵。恐ろしい。怖い。凄い」

恋しい。好き。大好き。お馴染懐かしい。親しい

　嫌い。いや。厭らしい　可憐。気の毒。お気の雛

　かわいそう。恥かしい。ありがた：い。欲しい。塁

　ましい　残念。不思議。三三」

偉い。馬鹿。上手。巧み　下手。可愛いい。可愛ら

　しい　素直。純血　正直。率直　真面劉。優し

　い。大人しい。温厚　朗らか　明朗　勝気　気軽

　神経質　孤独　円満。厳格　厳しい。やかましい

　真剣。回申。熱心。必死　一生懸命。得意　いい

　漏壷　親切。丁寧。しつこい　5るさい　こまや

　か」

あくまで。只管。専ら　能く能く。態と。態々　折

　角。知らず知らず　くれぐれも　思いきり　一一

　気。散々」

精神的。回心的封建的モダン深刻。聴込健
　全　旧い。潔白　清純　濃刺　若々しい。」

優秀。秀逸。最：上　素子しい。駄目。有名◎結構。

　上品　立派。豪華派手。俗地昧輩か。見事。

　みっともない　スマーモ・。｛ンック　大げさ」

自由。不自由。便利。貴い　有効。効果的。経済

　的。有利安い。無駄。：重宝大切。大事。肝

　腎。肝要　重要一1、

お目繊度い。いそがしい。せわしい　おいそがしい

　貧しL、。　三州・」’

生（なま）性的元気。お元気年輩」

　　　rv

そっくり　ぴったり。きちんと。ちゃんと。ざウ

　と。たっぷ：り。点・々　善柔つきり。　＜つきり　ボーa

　ッと　ぼんやり。赤々　からりと　からっと　と

一一　2rs　一



g　5・2

　っぶり　とうりと　どろりと　とろっと　どろっ

　と　どろどろ　さっくり　あっさり　すっきり

　さρぱ％」

ふと。7c．oと。じっと、。ぐんぐん　ぐっと。きゅっ

　と．がらり　そろそろ　ゆっくり　ゆったり　悠

　々　はるばる　ぐるつと　ぐるりと。颯と。ばち

　ぼち　ぱらぱら。ひたひた」

確かり。うっかり　呆然生き生き。しみじみ。に

　こにこ　にっこり　むっと　堂々　ほっと。はっ

　と。」

此の。其の。彼の。あの。どの。」

；断う。そう。どう。いかに。いかが。」

こんな。そんな。あんな。どんな。」

或。いわゆる。わカ㌔」

鰍．実に．無論吻論．雌閉るべく．瀬．やは

％兎角．兎に角．兎も焦壷めて．燭詳．どう

ぞ。一体。寧ろ。恐らく。多分　必ず。きっと。

決して。到底iとても。全然。絶魁。一向。ち

っとも。まさか　さほど　あんまり。申々。まる

で。況て。若し。例え。たといいくら。一旦。

なにしろ。唯。

然し。が。けれど。けれども。だが。だって。で

　も。だから。ですから。従って。で。では。じ

　ゃ。じゃあ　と。および。並びに　乃至　そし

　て。しかも。：叉は。あるいは。鄭ち。詰り。例え

　ば。猶。但し。もっともQさて。」

あっ。ああ。あら。おお。まあ。やあ　なんだ　う

　むはい。はあ。ええ。うん。え。えっいい

　え。いえいや。否。あのうおいなあね
　え。ね　さあ。さ　いざ。よし　左様なら」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ。ロ。ハ。＝。ホ。へ。5ABC。1D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通り。標通り。積り。筈。毎。1芳。儘…。以て・

○以上の分類語藁表の用字は，便宜に従ったもので，必ずしも標本のま寒ではない。

o

5・2語の意味の解析

　上述のように，一々の語の意昧の分析は，まだ十分には行われていない。ただ，使用率の最も

大きい動詞くする〉に関する用法の分類を§5・3に掲げることができるだけである。それでここ

には，それほど使用率の大きくない語の閤で，注意された少数の例を附記しておくことにする。

　〈ねつ〉の用例は，次のような意味の分布を示している。（解説は明解国語辞典による。数ば

第ユ肇

　〈ねつ〉

　　使　　　馬　　　度　　　数

Kl）脇俸の濫度を

i欝麗る原7
｝璽伽聯1・・……i…li・6…lnisl…国

目ト闇目・｛司i・ii・嗣

1く3’畿いおこる幽・目レ1’i…｝……掘．
　

i（4）の搬・｝1ili　PU　lli担1
馬あつさ　目i目目■目M｝｝日
睾

標本度数を示す。以下第5表まで同じ。）

記事の種類によって，用法がかたよって，いる

ことがほぼ見られるであろう。

匝気・ん目馴田口…糧…｝1

　〈なおる〉とくなおす〉とは，同じ語根から出た自動詞と他動詞で，われわれの調査でも，

§3の第3・1表に見られる逓り，全体としては，互によく似た使用率を示している。その意味

も辞書に掲げられるところでは，ほぼ対応をもっているが，しかもそれぞれの意昧の用例からす

ると・両者は必ずしも・平行的頓は現われていない。次のページの第2衷と第3表とを比較すれ

球，〈なおる〉の：方は，一義的に用いられるが，〈なおす〉の方は，爾義納嶺しくは多i養的な傾
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